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[Asia21］特別公開講義
琉球・沖縄文化とその地理的位置
講師：前城直子（国士館大学２１世紀アジア学部教授）
講師：原田信男（国士館大学２１世紀アジア学部教授）
司会兼講師：青柳寛（国士館大学２１世紀アジア学部教授）
この講座では２１世紀アジア学部４年生と一般来場者を交え，アジアにおける沖縄の地政学的な位
置づけを歴史的に検討し現状を踏まえて今後の流れを展望しつつ，琉球／沖縄が私たちに託する
社会的な課題について考察した。
より具体的には，海洋社会としての沖縄のこれまでの発展経緯，東アジアと東南アジアの中継点
として栄えたがゆえの沖縄の文化的な融合性，そして現代の沖縄を規定する政治経済的な枠組みと
しての所謂３Ｋ（基地・公共事業・観光）という３つの項目が提示され，その中で言語，信仰様式，
交易，政治経済的有用性，アイデンティティーの問題，そして沖縄の人々が現在直面している生活
環境の諸問題が紹介された。
沖縄の庶民が「抑止力」などを根拠に，政治的・経済的に置かれ続けるサバルタンな状況や，振
興特別処置法下で推進されてきた開発事業も，沖縄の地政学的な地理的優位性と，これに基づく歴
史的な経緯に根ざしている点が確認された。また，基地問題や環境破壊問題，ライフスタイルの著
しい変化の問題など，沖縄の人々が今直面している問題は決して沖縄独自のものではなく，本土の，
延いては世界の市民がこれからも共に取り組んでいかなければならないものである点も再認識さ
れた。
以下概要：
Ｉ沖縄と海洋文化
l琉球・沖縄文化と海…………その地理的位置
ｌ）食料供給源としての海……経済（生業）
２）道としての海………………交易（重商性）
３）権力手段としての海………政治
４）体験としての海……………芸術・知識・宗教
２政治的・軍事的・戦略的な沖縄の地理的位置
ｌ）極東のキーストーン
９８
２）インターナショナル・カジマヤー
３）チャンプルー文化
３その他
Ⅱ沖縄と海……黒潮と海の道（人と文化と海流）
1貝の道
ｌ）沖縄の先史文化（別名「貝の文化」ともいう）の海上移動
２）中国最古の段王朝（？～ADllOO）の貨幣（子安貝）は宮古産か
２遣唐使の南島航路
３柳田国男の雄大な学問的構想（『海上の道⑩
４漂流物（ゴミ）から見た沖縄文化と海の道
５その他
Ⅲ沖縄文化の複合`性（チャンプルー文化）
l沖縄の中の日本・日本の中の沖縄
１）琉球方言と日本語の関係（琉球方言の母音変化と三母音化）
２）オナリ神信仰（女の霊的優位性）
３）太陽神信仰
４）ニライカナイと常世の思想
５）民間信仰伝承の類似性
６）日本神話と琉球・沖縄の宗教儀礼
２アジアの中の沖縄
ｌ）「万国津梁の鐘」
２）大航海時代の沖縄
３）明刀銭と開元通宝の出土
３沖縄と東南アジア世界
１）諸国との交易状況（｢歴代宝案｣）
２）織物・染物（イカットロード）
４アジアの文化が融合した琉球・沖縄文化
１）泡盛
２）酒の醸造法
３）陶芸
４）民族音楽
５）神話・伝説等
５その他
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Ⅳ現代沖縄の課題
１現代の沖縄に係る社会問題
１）経済振興特別処置法とその背景
２）３Ｋ（基地・公共事業・観光）
３）持続的発展は可能か？
２沖縄からアジアへ，そして世界へ一人類の未来に託した課題
１）地域デザインのあり方
２）私たち一人一人が参画者
３その他
